
令和 8 (2026) 年度 科　シラバス

単位数 2 1年

１．学習の達成目標

２．学習方法等（授業担当者からのメッセージ）

３．学習評価

４．学習および評価計画 ※評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度

月 時数

3

必修

情報

科目 情報Ⅰ 履修規定 全クラス

主な評価方法

11

10

・ペーパーテスト（事実的な知識の習
得を問う問題及び知識の概念的な理
解を問う問題）の結果

第1章　情報社会の問題解決

第2章　コミュニケーションと情
報デザイン

第4章　情報通信ネットワーク
とデータの活用

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用
し，情報社会に主体的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）  情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得するとともに，情報社会と人との関わりについての理解を深めるようにする。【知
識及び技能】
（2）  様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。【思考力・判断力・表現力】
（3）  情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態度を養う。【学びに向かう態度・人間性等】

1

2

後
　
期

7

6

【実習】 　※ 考査範囲には入らない ※

・Canvaを用いたコンテンツ制作
・Webサイトおよび３D造形物の制作

9

5

・情報セキュリティの課題
・情報技術の発展による社会の変化
・生成AIの活用実習

第１章
情報社会の問題解決

前
　
期

4

・情報１とメディアの特性
・問題解決の考え方
・法の重要性と意義（知的財産権・個人情
報）

8

・制作物

教科書 副教材 ベストフィット 情報Ⅰ（実教出版） 担当者 酒井情報Ⅰ　（日本文教出版）

○ 情報社会の中を生きる皆さんにとって，「情報Ⅰ」の学習内容は実生活に不可欠な内容を多く含んでいます。日常生活との関わりを意識しながら，

　　学習に取り組むとよいでしょう。特に第１章では，身近なテーマを取り上げ，グループワークを交えながら，問題解決的に学習を進めていきます。

○ 実習を多く含む科目です。実習課題・レポートなどは締め切りを守って提出をするようにしましょう。

○ 定期考査は年に４回計画しています。授業内で実施した問題や教科書の章末問題、副教材を計画的に取り組み，知識の定着に努めましょう。

考査範囲学習項目 学習内容 評価基準

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現力 主体的に学習に取組む態度

・ペーパーテストの結果

科目ごとの評価
の観点の趣旨

効果的なコミュニケーションの実現，コン
ピュータやデータの活用について理解し，
技能を身につけているとともに，情報社会
と人との関わりについて理解している。

情報社会との関わりについて考えながら，
問題の発見・解決に向けて主体的に情報
と情報技術を活用し，自ら評価し改善しよ
うとしている。

事象を情報とその結び付きの視点から捉
え，問題の発見・解決に向けて情報と情
報技術を適切かつ効果的に用いている。

第
１
回

(a)　情報やメディアの特性を踏まえ，情報と情報技術を活
用して問題を発見・解決する方法を身につけている。情報
に関する法規や制度，情報セキュリティの重要性，情報社
会における個人の責任及び情報モラルについて理解して
いる。情報技術が人や社会に果たす役割と及ぼす影響に
ついて理解している。

(b)　目的や状況に応じて，情報と情報技術を適切かつ効
果的に活用して問題を発見・解決する方法について考え
ている．情報に関する法規や制度及びマナーの意義，情
報社会において個人の果たす役割や責任，情報モラルな
どについて，それらの背景を科学的に捉え，考察してい
る。情報と情報技術の適切かつ効果的な活用と望ましい
情報社会の構築について考察している。

（ｃ）　情報社会における問題の発見・解決に，情報と情報
技術を適切かつ効果的に活用しようとしている。また，自
己調整しながら，解決する過程や解決案を自ら評価し改
善しようとしている。情報モラルに配慮して情報社会に主
体的に参画しようとしている。

16

18

(a)　メディアの特性とコミュニケーション手段の特徴につい
て，その変遷も踏まえて科学的に理解している。情報デザ
インが人や社会に果たしている役割を理解している。効果
的なコミュニケーションを行うための情報デザインの考え
方や方法を理解し表現する技能を身に付けている。

(b)　メディアとコミュニケーション手段の関係を科学的に捉
え，それらを目的や状況に応じて適切に選択できる。コ
ミュニケーションの目的を明確にして，適切かつ効果的な
情報デザインを考えることができる。効果的なコミュニ
ケーションを行うための情報デザインの考え方や方法に
基づいて表現し，評価し改善することができる。

(c)　コミュニケーションと情報デザインが情報社会に果た
す役割について考えながら情報と情報技術を活用し，試
行錯誤して効果的なコミュニケーションを行おうとしてい
る。よりよいコミュニケーションを行うために自らの取組を
振り返り評価し改善することを通して情報社会に主体的に
参画しようとしている。

第
２
回

第２章
コミュニケーションと情
報デザイン

・グループワーク等に取り組む姿勢

・情報デザイン
・情報デザインのプロセスと問題の発見
　～　ユニバーサルデザイン
・メディア・リテラシー
　～　コミュニケーション手段の特性
・コンピュータとデジタルデータ
・文字のデジタル表現
・データの圧縮
・音のデジタル化
・画像のデジタル化
・動画のデジタル化

【実習】 Webサイト・３D造形物の完成・提
出

・課題やプレゼン資料等の記述内容

・実習・演習に取り組む姿勢

・課題・制作物等の期限内の提出
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第3章　コンピュータとプログラ
ミング

12

第
4
回

第３章
コンピュータとプログラ
ミング

・情報システム①②
・データベース管理システムとデータモデ
ル
・データの活用
・データの収集と整理
・データの分析 - 度数の分布
・データの分析 - 相関と直線回帰
・データの分析 - 相関行列と散布図行列
・コンピュータネットワーク
・ネットワーク構成
・通信方式と階層モデル
・プロトコル①②

・（データサイエンス） ※ 学習状況次第
※
・安全な情報通信①②
・コンピュータの基本的な構成
・ソフトウェアとOS
・2進法による計算 - 加算・減算
・2進法による計算 - 論理回路
・アルゴリズム
・アルゴリズムの表現方法
・PythonとDNCLの違い ※ 重要 ※
・プログラムの基本①②
・基本的なアルゴリズムと配列
・プログラムの効率化をはかる機能
・Pythonのプログラミング実習と
　DNCLの問題演習　※ 重要 ※

・（データサイエンス） ※ 学習状況次第
※

(a)　コンピュータや外部装置の仕組みや特徴，コンピュー
タでの情報の内部表現と計算に関する限界について理解
している。アルゴリズムを表現する手段，プログラミングに
よってコンピュータや情報通信ネットワークを活用する方
法について理解し技能を身に付けている。社会や自然な
どにおける事象をモデル化する方法，シミュレーションを
通してモデルを評価し改善する方法について理解してい
る。

(b)　コンピュータで扱われる情報の特徴とコンピュータの
能力との関係について考察している。目的に応じたアル
ゴリズムを考え適切な方法で表現し，プログラミングによ
りコンピュータや情報通信ネットワークを活用するととも
に，その過程を評価し改善することができる。目的に応じ
たモデル化やシミュレーションを適切に行うとともに，その
結果を踏まえて問題の適切な解決方法を考えている。

(c)　問題解決にコンピュータを積極的に活用し，自ら結果
を振り返って改善しようとしている。生活の中で使われて
いるプログラムを見いだして改善しようとすることなどを通
じて情報社会に主体的に参画しようとしている。

第４章
情報通信ネットワーク
とデータの活用

14
第
3
回

(a)　情報通信ネットワークの仕組みや構成要素，プロトコ
ルの役割及び情報セキュリティを確保するための方法や
技術について理解している。データを蓄積，管理，提供す
る方法，情報通信ネットワークを介して情報システムが
サービスを提供する仕組みと特徴について理解している。
データを表現，蓄積するための表し方と，データを収集，
整理，分析する方法について理解し技能を身に付けてい
る。

(b)　目的や状況に応じて，情報通信ネットワークにおける
必要な構成要素を選択するとともに，情報セキュリティを
確保する方法について考えている。情報システムが提供
するサービスの効果的な活用について考えている。デー
タの収集，整理，分析及び結果の表現の方法を適切に選
択し，実行し，評価し改善することができる。
 
(c)　情報システムにより提供されるサービスや情報通信
ネットワークを目的に応じて適切かつ効果的に活用しよう
している。データを粘り強く多面的に精査し，データに含ま
れる傾向を自己調整しながら見いだそうとしている。情報
セキュリティなどに配慮して情報社会に主体的に参画しよ
うとしている。

夏休み


